
市政　窓の

日
朗
の
石
塔

金
原
を
歩
く

　

日に
ち

朗ろ
う

は
下
総
国
に
生
ま
れ
、

日
蓮
の
６
人
の
高
弟
（
六
老

僧
）
の
一
人
で
、
市
内
野
手

の
朗
生
寺
は
ゆ
か
り
の
寺
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
以
降
、
日
蓮
宗

が
広
ま
る
中
で
、
日
朗
の
門

弟
は
「
日
朗
門

も
ん
り
ゅ
う流

」
と
し
て

活
動
し
、
関
東
や
京
都
な
ど

で
多
く
の
寺
院
を
開
き
ま
し

た
。

　

そ
の
日
朗
に
関
す
る
石
塔

（
石
碑
）
が
市
内
に
２
カ
所

あ
り
ま
す
。

　

金
原
（
飯
高
地
区
）
の
三

社
神
社
か
ら
県
道
74
号
線
を

安
久
山
方
面
に
わ
ず
か
に
進

ん
だ
左
側
、
石
垣
で
囲
ま
れ

た
石
碑
群
の
中
に
「
日
朗
供

養
塔
」が
あ
り
ま
す
。

　

１
８
５
９
（
安
政
６
）
年

日
朗
没
後
５
４
０
年
に
建
て

ら
れ
た
こ
の
供
養
塔
は
、
金

原
を
は
じ
め
近
隣
村
（
現
在

の
多
古
町
、
香
取
市
な
ど
）

広
範
囲
の
60
を
超
え
る
村
名

が
石
塔
の
台
石
部
分
に
刻
ま

れ
て
い
る
の
が
特
徴
と
言
え

ま
す
。

　

同
所
に
あ
る
ほ
ぼ
同
時
期

に
建
て
ら
れ
た
他
の
石
塔
に

も
同
様
に
多
く
の
村
名
が
見
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ら
れ
、「
近
村
信
男
女
講
中
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
各
村
の

「
題
目
講
中
」
の
寄
付
で
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
近
く
に
檀だ

ん

家か

を
持
た
な
い
妙
泉
寺
が
あ

り
、
こ
こ
で
題
目
講
が
行
わ

れ
、
飯
高
檀
林
の
教
授
陣
が

来
て
行
う
講こ

う

会え

で
の
説
法
の

評
判
が
広
ま
り
、
遠
方
か
ら

も
信
者
が
集
ま
っ
た
の
で
し

ょ
う
。

　

石
の
囲
い
は
１
９
５
２

（
昭
和
27
）
年
に
「
飯
高
組
一

部
題
目
講
」
が
整
備
し
た
こ

と
が
門
柱
に
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

あ
と
１
カ
所
は
内
山
新
田

（
豊
和
地
区
）
の
山
林
の
中
に

あ
る
、
石
碑
正
面
に
「
日
朗

菩
薩
」
と
刻
ま
れ
た
供
養
碑

で
す
。
１
７
４
８
（
寛
延
元
）

年
に
「
内
山
新
田
村　

講
中

男
女
」
が
建
て
ま
し
た
。
近

く
に
１
６
４
８
（
慶
安
元
）

年
に
開
か
れ
た
慶
安
寺
が
あ

り
、
檀
家
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
妙
泉
寺
と
同
じ
く
飯
高

檀
林
か
ら
月
に
１
回
ほ
ど
僧

侶
が
来
て
説
法
を
し
て
い
た
、

と
記
録
に
あ
り
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
０
８
０

「
切
　

望
」

だ
き
た
い
と
強
く
願
う
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
、
飯
高
檀

林
新
緑
祭
や
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
の
匝
瑳
市
植
木

ま
つ
り
、
ガ
ー
デ
ン
・
オ
ー

プ
ン
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
な
ど
が

中
止
と
な
り
、
さ
ら
に
は
小

学
校
体
育
大
会
や
東
部
五
市

体
育
大
会
、
駅
か
ら
ハ
イ
キ

ン
グ
、
消
防
操
法
大
会
も
中

止
。
こ
の
原
稿
を
執
筆
中
に
、

本
市
に
お
け
る
夏
の
最
大
行

事
で
あ
る
八
重
垣
神
社
祇
園

祭
で
は
、
祭
事
の
み
を
執
り

行
い
、
神み

こ
し輿
の
連
合
渡
御
は

中
止
と
の
連
絡
を
受
け
ま
し

た
。

　

私
の
３
月
か
ら
５
月
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
も
、
３

月
定
例
市
議
会
の
日
程
を
除

き
、
予
定
さ
れ
て
い
た
会
議

や
行
事
は
こ
と
ご
と
く
中
止

と
な
り
、
年
度
末
、
新
年
度
、

さ
ら
に
総
会
シ
ー
ズ
ン
と
い

う
大
事
で
貴
重
な
時
で
も
あ

る
ゆ
え
、
心
細
く
心
配
な

日
々
を
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
こ

な
し
て
お
り
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
終

息
は
、
非
常
に
難
し
い
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
い
、

不
要
不
急
の
外

出
自
粛
要
請
が

さ
れ
て
か
ら
、

わ
ず
か
数
日
後

に
千
葉
県
を
含

む
７
都
府
県
に

緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
、
そ
の

後
も
感
染
が
急

速
に
広
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら

全
国
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

　

密
閉
・
密
集
・
密
接
の「
３

つ
の
密
」
の
回
避
と
、
対
人

接
触
８
割
削
減
を
強
く
発
信

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
感
染
者
数
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
で
は
、
条
件
付
き
で

減
収
世
帯
へ
30
万
円
の
支

給
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
国

民
一
律
10
万
円
の
給
付
へ

と
方
針
転
換
。
ま
た
、
１
世

帯
当
た
り
２
枚
の
マ
ス
ク

の
配
布
や
国
会
議
員
の
給

与
を
一
年
間
20
％
削
減
す

る
な
ど
の
対
策
を
打
ち
出

し
、
賛
否
の
声
も
聞
こ
え
る

中
、
ぜ
ひ
、
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た

　

医
療
機
関
な
ど
で
の
ク
ラ

ス
タ
ー
が
多
数
発
生
し
、
医

療
崩
壊
が
迫
っ
て
お
り
、
オ

ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
は
避
け
ら

れ
な
い
も
の
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

本
市
が
最
初
の
感
染
に
関

わ
っ
た
時
か
ら
、
私
の
疑
問

は
「
感
染
に
不
安
を
抱
く
人

が
、
な
ぜ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

か
？
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

最
近
、
医
療
機
関
の
先
生
方

か
ら
も
、
意
見
や
要
望
が
出

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

初
期
行
動
は
大
切
で
す
が
、

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
、
検
査
の

受
診
機
会
増
も
遅
く
な
い
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

わ
が
家
周
辺
は
、
保
育
所

の
他
、
幼
稚
園
や
小
学
校
、

図
書
館
、
公
民
館
が
あ
る
文

教
地
区
で
あ
り
ま
す
。

　

外
出
自
粛
要
請
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
運
動
不
足
解
消

の
た
め
、
時
折
、
散
歩
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た

ち
の
登
下
校
の
姿
や
元
気
な

声
で
遊
ぶ
姿
が
見
受
け
ら
れ

ず
、
足
取
り
も
重
く
な
り
ま

す
。

　

一
日
も
早
く
子
ど
も
た

ち
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
姿

を
見
た
い
と
切
望
し
て
お

り
ま
す
。

No.107

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

金
原
に
あ
る
日
朗
供
養
塔

広報そうさ 2020.5月号 14


